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5,500円（税・送料込）
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◆紙版と電子版のご購読会員
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◆電子版のみのご購読会員（紙版は送付されません）
地図倶楽部会員
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一般会員（シニア）
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5500 円
4400 円
2200 円

なし

入会資格
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学生または 18 歳未満の方

地図倶楽部事務局
map-club@jmc.or.jp   03-3485-5417
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１冊　880円（税込）
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写真：中上・青森県田舎館村の田んぼアート（庄子元撮影）／左上・鳴子地区川渡集落の水田景観（「お米のなみだ」の撮影地の一つ）（2024年８月※）／写真：中上・青森県田舎館村の田んぼアート（庄子元撮影）／左上・鳴子地区川渡集落の水田景観（「お米のなみだ」の撮影地の一つ）（2024年８月※）／
左下・大崎平野の居久根と水田景観（2024年９月※）／右・大崎平野の水田景観（鳴子地区の中山間地域農村とは異なる平地農村の景観）（2024年９月※）左下・大崎平野の居久根と水田景観（2024年９月※）／右・大崎平野の水田景観（鳴子地区の中山間地域農村とは異なる平地農村の景観）（2024年９月※）
※宮地忠幸撮影※宮地忠幸撮影
地図：「全国都道府県市区町村別面積調」令和７年（国土地理院）、「作物統計調査」「耕地及び作付面積統計」令和６年（農林水産省）を資料として作成。地図：「全国都道府県市区町村別面積調」令和７年（国土地理院）、「作物統計調査」「耕地及び作付面積統計」令和６年（農林水産省）を資料として作成。

 『時層地図』は、同じ場所の古地図と現代
の地図、過去に撮影された空中写真を切り
替えて見比べることができるスマートフォ
ン・タブレットアプリ。過去につくられた
地図や空中写真を重ねて見ることで、地層
のように土地の変遷を知ることができる、
街歩きには欠かせない大人気の地図アプリ
です。

『東京時層地図』は、「文明開化期」「明
治のおわり」「関東地震直前」「昭和戦前期」

「高度成長前夜」「バブル期」と 6 時期の古
地図のほか、過去撮影の空中写真に現代の
地図・空中写真などを加えた 19 種類を収
録しています。

iPhone 版と iPad 版、Android 版があり、
それぞれで古地図の収録範囲が異なりま
す。詳細はウェブサイトでご確認ください。

（2023.9） https://www.jmc.or.jp/

価格（買い切り）
1,900円（税込）

価格（買い切り）
2,500円（税込）

価格（定期購読）
1週間110円, 1ヶ月220円, 1年860円（税込）

iPhoneiPhone iPadiPad AndroidAndroid

https://www.jmc.or.jp/digital/app/iphone-tokyo-index/ https://www.jmc.or.jp/digital/app/ipad-tokyo-index/ https://www.jmc.or.jp/digital/app/android-tokyo-index/

東 京 時 層 地 図
Tokyo JISOU MAPS

一般財団法人日本地図センター

為替レート変動等を理由に
Apple inc. および Google LLC が
価格を変更する場合があります。
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特集　特集　米づくり風土記－稲作列島のいま－米づくり風土記－稲作列島のいま－

日本における米価の変動と日本における米価の変動と
産地間競争の現局面産地間競争の現局面

である全農などの大手出荷業者と、
買い手である民間の卸売業者の話し
合いで決める相対取引価格が指標と
なっている。こうした下でのコメの
価格形成は、生産者－ JA 全農（産
地での概算金）、JA全農－卸売業者
（相対取引価格）、卸売業者－小売業
者（卸価格）、小売業者－消費者（小
売価格）の順に、多段階流通によっ
て行われていることに特徴を持つ。
それに対して、コメの消費は毎日少
しずつ消費されるため、予想外の需
要の増加があったとしても、小売段
階から卸売段階、産地段階までの情
報伝達にはタイムラグが生じる。さ
らに、コメの供給に関しては、収穫
が基本的に１年に１回であることか
ら、需要や価格の変化に対して供給
量は変化しないという特性を持つ。
しかも、生産調整によって供給抑制
傾向が続いていることによって、わ
ずかな需要の増減によって価格が高
低しやすい状況となっている。
また、産地段階では、特定品種へ
の作付集中と栽培過程での食味向上

Ⅰ　はじめに

わが国のコメの需給関係は長期的
にみれば緩和傾向にあり、それに
伴って米価も下落基調で推移してき
た。ところが、2023 年秋ごろから
米価は上昇傾向に転じ、2024 年８
月以降の米不足の懸念から小売店の
店頭からコメが姿を消した「令和の
コメ騒動」として報道がなされた（日
本経済新聞 2024 年９月１日付）。
2024 年の米価上昇の理由は、昨夏
の猛暑による市場流通量の減少、円
安を背景に膨らんだインバウンド消
費の増加、麺類やパン類などの値上
げによる消費拡大、８月に発表され
た南海トラフ地震臨時情報など様々
な理由が指摘されている。しかし、
米価の急騰は目新しい現象ではな
い。例えば、1993 年の冷害に端を
発したコメ不足は「平成の米騒動」
と呼ばれ、米価の高騰をもたらし
た。また、東日本大震災の翌年の
2012 年と 2013 年も米価が上昇し
たのであった。
わが国では長期間にわたって生産
調整（減反政策）の実施によって供
給抑制が図られてきた。その下での
米価変動、とりわけ米価下落の背景
に関する代表的な見解は以下の３つ
にまとめられる。第一は、米価の下
落は作付け過剰、新規需要米やMA
米の主食用米市場への影響による供
給過剰説である。第二は、米以外の
穀物消費増加による需要縮小、デフ
レによる低価格志向を指摘する需要
減退説である。そして第三には、過
剰米の処理システムの機能不全や売
れ残り回避のための過当競争が生じ
た米価下落とみる流通制度説であ
る。これらの見解は、それぞれに説

得力をもつものであるが、基本的に
は需給問題として取り扱ってきた。
これらの需給問題に従えば、今回の
「令和のコメ騒動」に代表される米
価上昇は、供給不足、需要増大、在
庫不足といったことが絡み合って生
じたということになるが、問題は、
なぜ米価の変動が繰り返されるのか
という点である。コメの消費量の減
少の下で生産調整政策によって供給
を抑制的にしてきたにもかかわら
ず、米価が変動する理由は市場構造
それ自体に問題を抱えていると考え
られる。そこで、本稿は特集号の趣
旨にかんがみて、わが国のコメ市場
全体を概観し、米価の変動がいかな
る論理で発生したのかを明らかに
し、現在の産地間競争の動向を検討
することを目的とする。

Ⅱ　米価変動の背景とコメ市場

コメの価格形成に関しては、
2011 年３月までは全国米穀取引・
価格形成センターが建値市場の機能
を持っていた。しかし、現在は売手

佐佐
さ さ きさ さ き

々木々木　達達
とおるとおる

第１図　地域ブロック別の特Aランク獲得品種数の推移第１図　地域ブロック別の特Aランク獲得品種数の推移
資料：日本穀物検定協会資料：日本穀物検定協会
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は需要量を上回る生産量によって相
対取引価格は対前年比 14.6％下落
した。そして、2014年は最低価格を
記録した2010 年よりもさらに価格
は低下し、2015 年３月時点の全銘
柄平均相対取引価格は対前年比
19.5％下落し、12,000円／ 60kg 程
度であった。
2020 年から直近の動向について
はコロナ禍の影響がうかがえる。
2020 年は需要量を 19 万トン上回
る生産量であったために、米価は
14,529 円／ 60kg（前年比 7.5％下
落）となり、続く 2021 年も 12,804
円／ 60kg（対前年比 11.8％下落）
となった。感染症対策としての外出
制限によって外食を中心とした需要
の大幅な減少が背景にあったとみら
れる。それに対して、2022 年産は、
13,844 円／ 60kg（対前年比 8％上
昇）、2023 年は 15,314 円／ 60kg
（対前年比 10.6％上昇）であった。
ここでの特徴は、生産調整の強化に
よって、主食用米の生産量が 2021
年から 2023 年までの 3年間で 60
万トン以上減少して 2023 年には
661 万トンと過去最少であったこ

とである。その結果、
2024 年には米価の急騰
となって現れ、現在に続
く高止まり傾向に至って
いるのである。
次に、こうした米価変
動はどのような論理でも
たらされたか、これを解
くカギとして６月末の民
間在庫量に注目する。在
庫量の変動の特徴を米価
と関連付ければ、当該年
の６月末の在庫量が増加
している場合には当該年
産の米価は下落傾向にあ
り、在庫量が減少してい
る場合には米価が上昇す
る傾向がみてとれる。と
りわけ、在庫量のうち出

の取り組みが推進されている。第１
図は、日本穀物検定協会が認定して
いる特Aランクを獲得した産地・品
種について、地域ブロック別に集計
したものである。2000年以降の変化
の特徴は、西日本における特Aの急
増である。かつては、東北と北陸が
大きな割合を占めていたが、全国的
な特Aの米の増加の中で、東北を筆
頭としてブランド米の急増と多様化
の傾向を確認できる。食味ランキン
グの目的は、良質米づくりの推進と
コメの消費拡大にあるが、供給抑制
的な市場下において産地段階にとっ
ては食味と品質を担保にしたブラン
ドを通じた価格競争の手段となって
いると考えられる。そのため、米生産
量の増加が期待できない以上、限ら
れた枠内で経済的地位を確保するた
めの産地対応は、ブランド化による
高品質・高価格帯の実現、もしくは
安定的な品質による手ごろな価格帯
による競争局面へとシフトしつつあ
る。そのため、現在の米価高騰以前
から、業務用米として取り扱われて
いる低価格帯のコメの不足は、以前
から指摘されていたのである。

第２図　米の需給と全銘柄平均相対取引価格・民間在庫量の推移第２図　米の需給と全銘柄平均相対取引価格・民間在庫量の推移
注１：生産量は水稲主食用収穫量注１：生産量は水稲主食用収穫量
注２：需要量は前年７月から当年月までの需要実績である．注２：需要量は前年７月から当年月までの需要実績である．
注３：民間在庫量は当年６月末現在の数値である．注３：民間在庫量は当年６月末現在の数値である．
注４：相対取引価格は当該年産出回りから翌年10月まで（2014年産は２月まで）の通年平均である．注４：相対取引価格は当該年産出回りから翌年10月まで（2014年産は２月まで）の通年平均である．
資料：米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針（令和６年10月30日）資料：米穀の需給及び価格の安定に関する基本指針（令和６年10月30日）

Ⅲ　近年のコメの需給構造の特徴

まずは、わが国全体の米の需給の
推移を見てみよう（第２図）。農水省
は毎年、主食用米の消費動向に基づ
いて需要量を推計し、その需要に応
じて目標とする生産数量「目安」を
示してきた。その結果、コメの需要
量は、2003 年の 860 万トンから
2023 年の 700 万トンへと 20 年間
で 18.6％減少した。米の全銘柄相
対取引価格は、冷害の年であった
2003 年に 21,000 円／ 60kg の高
値を記録したが、それ以降は需要量
を生産量が上回る傾向が続き、低下
基調で推移してきた。
米価の推移で注目すべき年次は、

2011 年から 2015 年にかけての東
日本大震災後の動向と2020 年から
直近にかけての動向の２時点であ
る。2011 年は東日本大震災による
供給不安、需要量にほぼ見合った生
産量であったため価格は上昇基調に
転じている。ところが、2012 年度
は、需要量を 28 万トンほど上回る
生産量であったにもかかわらず、価
格は上昇した。一転して、2013年度
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地図と学ぶ月刊誌

本誌の一部あるいは全部を無断で複写・複製・転載する
ことは、法律で認められた場合を除き、禁じられています。

日本の米、稲作列島の東西南北
端の水田を、地図記号を元に調べ
てみました。南端と西端は沖縄
県、北端と東端は北海道でした。
◆南端：沖縄県八重山郡竹富町字
南
は え み
風見（西表島）：北緯 24 度

16 分８秒・東経 123 度 52 分

分 58秒
◆北端：北海道天塩郡遠別町字清
川：北緯 44 度 45 分 23 秒・
東経 141 度 52 分１秒

◆東端：北海道網走市字呼
よ び と
人：

北緯 43 度 56 分 42 秒・東経
144 度 12 分 40秒

「日本最北の水田」には、説明板
が設置してあり、「米づくりに携
わる人々がたゆまぬ工夫と努力を
続けていること」が理由の一つと
記されています。

大正時代の参詣電車から、海に向か大正時代の参詣電車から、海に向か
う行楽電車、そして空港アクセス路線う行楽電車、そして空港アクセス路線
へ。東京と千葉を舞台に、時代ごとにへ。東京と千葉を舞台に、時代ごとに
大きく姿を変えてきた京成電鉄。大きく姿を変えてきた京成電鉄。
荒川放水路開削、沿線の文人ゆかり荒川放水路開削、沿線の文人ゆかり
の別荘地、廃止された支線の記憶や駅の別荘地、廃止された支線の記憶や駅
名の移り変わりまで、まるまる一冊、名の移り変わりまで、まるまる一冊、
地図で「京成電鉄」を徹底特集します！地図で「京成電鉄」を徹底特集します！

京成電鉄 そのダイナミックな変遷

（編集長・小林政能）

P.46～ 49：地図６点中の各縮尺：４km⇒１km
2025 年９月号（通巻 636）で、誤りがありました。訂正して、お詫び申し上げます。

（参照：遠別町Webサイト）（参照：遠別町Webサイト）

日本最北の水田（ゼンリン公式Ｘ提供）日本最北の水田（ゼンリン公式Ｘ提供）

23 秒
◆西端：沖縄県八重
山郡与那国町字
与那国：北緯 24
度 27 分 12 秒・
東 経 122 度 56

地理院地図（2025年９月取得）地理院地図（2025年９月取得）

北端の水田北端の水田

東端の水田東端の水田

東端の水田東端の水田

北北端端の水田の水田

北端の水田北端の水田

西端の水田西端の水田

南端の水田南端の水田

南端の水田南端の水田

西端の水田西端の水田
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特集　特集　米づくり風土記－稲作列島のいま－米づくり風土記－稲作列島のいま－




